
リードタイム
の短縮

コスト削減

「仮置き」のコストの発生(注２)
リードタイム

の伸長

従前のまま

工場で生産された貨物を、同日中にコンテナターミナルへ搬入(注３)

現行のゲートオープン時間は８：30～16：30(注１)

この時間内に搬入が間に合わない貨物は、工場内や倉庫等に「仮置き」し、

翌日に搬入せざるを得ない

｢仮置き｣の解消(注２)
夜間利用に

｢時間外利用料金｣
発生

ゲートオープンの拡大時間（夜間）を活用

コンテナターミナルにおけるゲートオープン時間の拡大について

現在、国土交通省はコンテナターミナルのゲートオープン時間の拡大に
向けた取組みを行っております。
製造業の皆様が、このゲートオープン時間の拡大を活用され、コスト削

減やリードタイムの短縮に繋げられることで、皆様の国際競争力の強化
が期待されます。
輸出貨物の場合の利用例とその効果は次のとおりです。

注１)ターミナルによって若干異なる。
注２)仮置きのコスト ＝ 用地代 ＋ 荷役作業等のコスト ＋ セキュリティ確保のためのコスト等
注３)ゲートオープン時間を拡大した分だけ、同日中に搬入できる貨物量が増える。



一時仮置きコスト
（保管及び荷役）
１日あたりＡ円/本

ターミナルゲートの
夜間利用（16:30以降）

割増料金Ｂ円/本

Ｂ円/本＜Ａ円/本 であれば、夜間にターミナルへ直接搬入した方がコストダウン及びリードタイム短縮につながる!!

ゲートのオープン時間
に間に合わない貨物を仮置き 翌日、ゲートのオープン時間

に合わせて貨物を搬入

ゲートが閉まる１６：３０には
間に合わないな・・・

輸出（搬入）貨物の利用例 一時仮置きせず、
ターミナルへ直接貨物を搬入

夕方～夜間

夕方～夜間
早朝

 

17時迄
生産し
たけれ
ど、
ゲート
が閉
まって
いる…

コスト削減

リードタイムの短縮

拡大時間（夜間）
の時間外利用料金

Ｂ円/本

ゲートが夜迄開いて
いる！
今日中に搬入するの
が、ベスト！

【図解】利用例（輸出貨物の場合）
ゲートオープンの拡大時間（夜間）を活用した場合

「仮置き」のコスト（Ａ円／本）＞時間外利用料金（Ｂ円／本）

｢仮置き｣のｺｽﾄ
（用地代、荷役、
ｾｷｭﾘﾃｨ確保等）

Ａ円／本

ゲートオープンの拡大時間（夜間）にターミナルへ搬入

 


